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年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

12
月
10
日
（
土
）
か
ら
平
成
24

年
１
月
10
日
（
火
）
ま
で
、「
年

末
年
始 
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で 

事
故

防
止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年
末
年

始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

鹿
屋
地
区
で
は
、
秋
か
ら
交
通

事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
11
月
に

は
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
お
い
て
は

例
年
、
夕
暮
れ
時
・
夜
間
に
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

忘
年
会
・
新
年
会
等
、
飲
酒
の
機

会
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒

に
起
因
す
る
事
故
が
増
加
す
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

夜
間
歩
行
者
は
、
反
射
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

運
転
者
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

け
ま
し
ょ
う
。

○ 

駐
車
す
る
と
き
は
、
バ
ッ
ク
で

駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

○ 

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
市
内
の
交
通
事
故
件
数

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課
（
１
階
③
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
１
５
８

特
定
建
設
作
業
は
届
出
書

を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

騒
音
規
制
法
・
振
動
規
制
法
で

は
、
著
し
い
騒
音
や
振
動
を
発
生

す
る
作
業
を
特
定
建
設
作
業
と
し

て
お
り
、
特
定
建
設
作
業
を
伴
う

建
設
工
事
等
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、
作
業
開
始
日
の
７
日
前
ま
で

に
作
業
実
施
届
出
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

届
出
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
活
環
境
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
５

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を

行
っ
て
い
ま
す

　

現
在
、
市
立
図
書
館
で
は
市
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
７
か
月
児
健
診
時
に
、
絵
本
を

通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
心
触
れ
合
う

時
間
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
両

親
に
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
実
演
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

体
験
し
、
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
立
図
書
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

「
緑
の
募
金
カ
レ
ン
ダ
ー
バ

ザ
ー
展
」
を
開
催

　

全
国
の
企
業
や
団
体
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売
し
、

そ
の
売
上
を
「
緑
の
募
金
」
と
し

て
、
森
林
の
整
備
や
保
全
活
動
等

に
活
用
す
る
「
緑
の
募
金
カ
レ
ン

ダ
ー
バ
ザ
ー
展
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
12
月
17
日
（
土
）
〜
18

　

日
（
日
）

　

10
時
〜
17
時

●
場
所
＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店

【
問
い
合
わ
せ
】

　

か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基
金

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
５ｰ

１
４
２
６

平成
23年度

平成
22年度

事故件数 643件 717件

負傷者数 813人 909人

死亡者数
（うち高齢者）

5人
（2人）

5人
（5人）

（１／１～10／31累計）

●資金の種類と貸付限度額
①修　学　資　金
　内　　　容＝ 修学に必要な授業料、教材費、寮費、

通学費などに充てる費用
　貸付限度額＝ 18,000 円～ 64,000 円（月額）
②就学支度資金
　内　　　容＝入学時に必要な入学金などに充てる 
  費用
　貸付限度額＝ 39,500 円～ 590,000 円
※ 学校の種類、公・私立の別、自宅・自宅外通学の
別により貸付限度額が異なります。 
※借入申込から振込までは、１～２か月かかります。

【問い合わせ】　市子育て支援課（１階⑱番窓口）　 ☎ 0994-31-1134

　県では、母子・寡婦家庭のお子さんの高校、大学、短大、専修学校などへの進学に必要な費用について、
無利子で貸付を行っています。

●返済期間
　学校を卒業した６か月後から返済開始
①修　学　資　金＝ 貸付を受けた期間の３倍以内（専

修学校一般課程の場合は５年以内）
②就学支度資金＝ ７年以内（専修学校一般課程及び

修業施設の場合は５年以内）
※ 対象者や申請要件など詳しく
は、お問い合わせください。

母子寡婦福祉資金の貸付を行っています母子寡婦福祉資金の貸付を行っています

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

　

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
新
た
な

販
路
開
拓
を
目
指
す
企
業
を
支
援

す
る
た
め
、
専
門
家
が
常
駐
し
Ｉ

Ｔ
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容

○ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
更
新

方
法

○ 

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
集
客
や

売
上
の
向
上

○ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
業
者
の

紹
介　

な
ど

●
相
談
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

情
報
支
援
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
１
９ｰ

１
２
７
５

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

林
業
に
従
事
し
て
い
た（
い
る
）

人
で
、
退
職
金
や
共
済
に
関
す
る

こ
と
な
ど
で
、
ご
不
明
な
点
な
ど

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

○ 

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人

○ 

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な

い
人

○ 

被
災
し
た
共
済
契
約
者
及
び
被

共
済
者
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

　

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３ｰ

５
４
０
０ｰ

４
３
３
４

「
第
３
回
地
域
リ
ハ
研
修

会
」
を
開
催

●
日
時
＝
12
月
16
日
（
金
）

　

14
時
〜
16
時

● 

場
所
＝
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン

グ
鹿
屋
営
業
所

●
講
演

○
演
題
＝
明
日
か
ら
使
え
る
褥

じ
ょ
く
瘡そ
う

　

予
防
（
福
祉
用
具
を
中
心
に
）

○
講
師
＝
松
本 

多
正 

氏

　
（
作
業
療
法
士
）

●
参
加
費
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

地
域
リ
ハ
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

８
７
５
８

●日　　時　平成24年１月20日（金）  13:30～19:30
●場　　所　ホテルさつき苑
●対 象 者　 企業・団体（農商工連携や六次産業化等

に興味のある農林水産業、食・アグリ関
連業、流通業、ものづくり企業、建設業
者など）、個人、求職者、関係機関 など

●定　　員　150人
●参  加  費　無料
※交流会参加者は、4,000円必要です。
※ 事前の申し込みが必要です。講演会、取組事例発表
のうち一部分のみの参加もできます。
※ 申込方法など詳しくは、市ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。

●内　　容
【第一部・講演会】　13:30～15:30
○講演　
　　演題　「地域資源を活用したブラ
　　　　　　ンド戦略と地域活性化」
　　　　　　～農商工連携のすすめ～
　　講師　田中  章雄  氏
　　　　　（㈱ブランド総合研究所 代表取締役社長）
【第二部・異業種交流会】　15:30～19:30
○取組事例発表　15:30～17:30
～企業による農業参入の取組事例～
　　下田  政寿  氏（共栄精密熊本㈱ 代表取締役社長）
～地域資源を活用した市内企業の取組事例～
　　尾曲  修二  氏（アネット㈲ 代表取締役会長）　
　　鵜瀬  芳昭  氏（㈲芳恵丸 統括責任者）
～農産物の産地化に向けた鹿屋市の取組～
　　休坂  英幸  氏（かのや紅はるか産地力向上研究会）
　　西尾  仁一  氏（かのや茶産地力向上研究会）
○交流会　17:45～19:30
　　情報交換・交流会

　豊富な農林水産物や製造業者等のノウハウ、近接する海外市場など、地域の強みを活用するとともに、大
消費地との距離といった地域の課題を解決するためには、産業の枠組を超えた農商工等連携や産学連携、また、
六次産業化等への取組が重要です。
　農林漁業者と商工業者等が互いの強みを持ち寄り、「農・商・工」などの連携による新たな事業展開へつな
げていただく契機として農商工連携「講演会」と「異業種交流会」を開催します。

【問い合わせ・申込先】　市企業支援課（市産業支援センター内）　☎ 0994-40-7890

▲田中  章雄  氏

農商工連携『講演会』と『異業種交流会』を開催


